
寄附講義「会社研究」令和６年度 第６回目 

   令和６年５月 1５日(水) 13時 10分 

   講師 元パナソニック株式会社電材営業本部 

関西四極会 監事 藤野 敬三 氏 

テーマ：「松下幸之助の歩んだ道と新生パナソニック」        

 本年度第６回目の寄附講座は、昭和 49年 3月に本校大分大学経済

学部を卒業され松下電器産業株式会社（現パナソニック株式会社）

に勤務された 藤野 敬三先輩による、「松下幸之助の歩んだ道と新

生パナソニック」という講義となりました。 

先ず、最初に「四極会」の概要についてお話頂きました。その中で

花井元トヨタ会長（高商１１回）・安川元松下電器副社長（高商１２

回）・黒土第一交通創業者（高商１８回）・久保東京エレクトロン創

業者の紹介がありました。 

次に、下記タイトルに沿って述べられました。 

第１章：丁稚奉公から、電気の世界へ・・・・礎 

第２章：創業の時代・・・・創業 

第３章：使命を知る・・・・命知 

第４章：戦争と戦後の苦難の時代・・・・苦境 

第５章：再建から飛躍へ・・・飛躍     

第６章：不況打開に動く・・・・打開 

第 7賞：日本の未来を志向し、理想的な社会の実現に向けて動く・・・・



経世 

最後に、新生パナソニックのめざすものについて話されました。 

・経営基本方針のもと「物と心がともに豊かな理想の社会」の実現

に向けて戦略とオペレーション力の両輪で競争力強化に取り組む 

・お役立ちの結果としていただく収益を社会還元すると共に、競争

力強化の為の投資に回し、お役立ちをさらに拡大することにより企

業価値を高めて行く 

ブランドスローガン：幸せの、チカラに 

地球環境問題の解決への貢献としてゼロエミッションを目指す 

 

学生へのメッセージとして、 

● チャールズチャップリンの言葉「人生には 3つのものがあればいい。

愛と勇気とサム・マネー」 

● アルフレッドマーシャルの言葉「冷静な頭と温かい心」が送られま

した。 

 

以上 


